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下市田。キタバヤシ印刷

令
和
四
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

挙
行
さ
れ
た

御
柱
祭

縄
な
い
無
し
ヽ
里
曳
き
中
止

Ｌ
■
一
Ｆ

区
民
の
力
で
行
っ
た

御

柱

祭

令
和
三
年
十
二
月
御
柱
祭
の

山
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異

株
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
た
め
近
場
の

大
丸
山
公
園
の
赤
松
か
ら
御
柱

壱
の
柱

・
弐
の
柱
を
選
び
切
り

倒
し
枝
切
り
を
行
い
、
そ
の
柱

を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
区
民
会

館
東
消
防
詰
所
横
の
安
置
場
所

に
運
搬
し
ま
し
た
。

翌
年
令
和
四
年
二
月
二
十
七

日
に
萩
山
神
社
境
内
で
午
後

一

時
よ
り
実
行
委
員
会

・
寅
年
の

皆
さ
ん
の
力
に
よ
り
建
御
柱
を

行
い
ま
し
た
。

木
遣
り

１
フ
ッ
パ
の
気
合
の

は
い
っ
た
号
令
に
よ
り
、
令
和

三
年
度
の
御
柱
二
本
が
雄
壮
に

天
高
く
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
の
心
の
こ
も

っ
た
柱
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
伝
統
有
る

式
年
御
柱
祭
が
七
年
後
に
は
今

ま
で
ど
う
り
盛
大
に
挙
行
さ
れ

る
事
を
祈
り
ま
す
。

実
行
委
員
会

・
役
員
の
皆
様

ご
苦
労
様
で
し
た
。

No。 112

2022

6月 15日 発行
‐
１
ヽ
一

:、
|

・
一̈
´

，
■

．

覆

ヽ

■口 |

電

彙
〓
鵡
一
〕

▼

L

Lハ
ピ塾

「

一‐
一
Ｅ

ヽ _

暉S嘉

‘
ｒ
・



令和 4年 6月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 112号 (2)

一
区
の
情
勢
に
つ
い
て
　
一畔礎譲脈湖朔いぼ

一　

　

区

長

久

保

田

正

博

『
原
交
差
点
ま
で
が
測

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
は
見

量
調
査
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

え
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
は

町
道
中
央
線
で
大
丸
山
公
園

コ
ロ
ナ
と
共
存
か
と
言
わ
れ

東
の
信
号
か
ら
吉
田
の
墓
地

る
様
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
　
ま
で
歩
道
を
計
画
、
本
年
度

区
の
情
勢
で
す
が
、
下
市

用
地
補
償
、
令
和
七
年
に
完

田
河
原
の
工
業
団
地
は
道
路

成
の
予
定
で
す
。

改
良
と
運
送
会
社
社
屋
や
自

　

次
に
来
年
二
月
に
は
飯
田

動
車
部
品
工
場
が
完
成
し
、
　
線
市
田
駅
開
通
百
周
年
に
当

リ
ニ
ア
関
係
工
場
の
敷
地
造

た
り
、
今
秋
に
町
の
記
念
事

成
工
事
中
で
す
。　
一
方
四
区

業
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

上
段
の
広
域
農
道
沿
い
で
は
、　
　
区
の
自
治
会
加
入
世
帯
は

電
気
工
事
会
社
の
新
社
屋
が

約
千
戸
で
加
入
率
は
六
割
余

完
成
し
六
月
に
業
務
開
始
、
　
と
低
く
、
町
全
体
で
も
高
齢

新
み
つ
ば
保
育
園
新
築
に
伴

化
や
独
立
世
帯
化
が
進
み
大

う
交
差
点
改
良
工
事
を
町
が

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
中
で
す
。
　
　
　
　
　
　
昨
年
は
大
雨
で
三
度
も
避
難

県
道
市
田
停
上
市
田
線
の

指
示
が
出
て
、
土
砂
災
害
は

歩
道
工
事
は
、
年
度
末
に
か

下
市
田
区
だ
け
で
も
五
カ
所

け
農
協
高
森
支
所
か
ら
広
域

で
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
東

南
海
巨
大
地
震
は
、
何
時
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
あ
り
、
そ
の
時
の
助
け

馳
に
な
る
の
は
ま
ず
は
隣
近
所

難
で
す
。
区
あ
る
い
は
自
治
会

Ｌ
は
「ど
う
や
っ
て
皆
様
の
心

百
″
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

測
を
繋
い
で
い
く
か
」
が
、
活

旧
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
と
思
い

一
巾

―

「

ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
や
ぁ
―

山

の
神
様

お
願

い
だ
―
」
木
遣

り
で
始
ま

っ
た

令
和
三
年
度
萩

山
神
社
式
年
御

柱
祭
が
二
月
二

十
七
日
の
日
曜

日
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
り
前
回

七
年
前
の
御
柱

祭
と
は
異
な

っ

た
形
で
建
御
柱
祭
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
実
行
委

員
は
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ

の
寅
年
で
行
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
十
月
よ
り
実
行

委
員
会
を
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

発
足
し
ま
し
た
が
、
会
議
に

参
加
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
下
の
中
、
今
回
の

一御
柱
祭
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
皆
で
考
え
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

つ
つ
一

つ
一
つ
の
行
事
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

昨
年
十

一
月
二
十
八
日
に

は
大
丸
山
公
園
に
て

本
見
立
て

（今
年
実

際
に
切
る

一
の
柱

・

二
の
柱
の
木
）
を
正

副
区
長
を
は
じ
め
氏

子
総
代

・
代
議
員

・

公
民
館
支
館

・
林
務

委
員

・
実
行
委
員
に
よ
り
決

定
し
、
十
二
月
十
二
日
□
に

山
出
し
祭
を
業
者
に
よ
り
伐

採
し
、

ユ
ニ
ッ
ク
に
よ
り
区

民
会
館
前
に
運
搬
し
皮
む
き

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
柱

を
十
メ
ー
ト
ル
に
冠
落
し
を

行
い
安
置
し
ま
し
た
。

今
年
に
入
り

一
月
十
七
日

０
に
は
諏
訪
神
社
上
社
に
て

薙
ぎ
鎌
拝
領
授
与
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
区
民

・
氏
子
の
皆

様
に
は
御
寄
付
を
お
願
い
し

三
十
三
万
六
千
円
余
の
御
寄

付
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い
ま

し

た
ｃ

二
月
に
入
り
、
今
後
の
計

画
を
実
行
委
員
会
に
て
検
討

し
た
結
果
、
本
来
行
う
大
細

打
ち
、
里
曳
き
曳
行
を
中
止

し
、
ク
レ
ー
ン
車
に
よ
る
建

御
柱
に
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

二
月
二
十
日
に
は
前
回
の

三
年
ぶ
り

の

合
同
委
員
会
開
催

副
区
長

北

沢

文

治

令
和
四
年
度
の
下
市
田
区

常
会
長

・
区
委
員

・
関
係
役

職
者
合
同
会
議
が
四
月
二
十

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

令
和
二
年
度

・
三
年
度
と

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
た
め

中
止
で
、
三
年
ぶ
り
の
開
催

に
な
り
ま
し
た
。
相
変
わ
ら

ず

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
各
委
員

長

一
名
、
関
係
役
職
者
は
各

代
表
者

一
名
、
常
会
長
五
十

三
名
と
出
席
人
数
を
絞
り
、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
七
十
名

程
度
に
制
限
し
ま
し
た
。
常

会
長
の
皆
様
に
は
七
割
ほ
ど

の
出
席
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
初
め
て
各
委
員
長
・

関
係
役
職
者
代
表
と
常
会
長

が
対
面
方
式
、
発
表
者
も
緊

御
柱
を
厄
年
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
撤
去
し
、
本
番

当
日
に
備
え
ま
し
た
。

今
回
異
例
の
御
柱
祭
と
な

り
ま
し
た
が
、
お
祭
り
を
通

し
て
区
民

・
氏
子
の
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

張
感
を
感
じ
な
が
ら
の

説
明
で
し
た
。

二
月
の
年
度
末
に
行

う
会
議
は
中
止
。
こ
の
新
年

度
の
会
議
で
昨
年
度
の
事
業

報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
、

各
委
員
会
の
活
動
内
容
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
出
席
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
年
に

一
回
の
開
催
に
見
直
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

式年御柱祭を終えて
実行委員長 小 川 隆 司

＼_

ー

「
´

「
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満
開
の
桜
の
下
で
　
　
　
レ障
拗
「
一́フ研
Ю

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ーー
　
　
　
噺
は．列
道
⊂．［嘘

木

下

富

由

（六
区
）
明
と
は
全
く
趣
が

新
緑
真

っ
盛
り
の
五
月
に

な

っ
て
も
、
ま
だ
ス
ト
ー
ブ

を
仕
舞
え
な
い
異
常
な
年
。

小
学
校
の
桜
も
例
年
よ
り
も

開
花
が
遅
く
、
予
定
日
に
開

催
で
き
る
か
心
配
し
ま
し
た

が
、
四
月
九
日
に
は
見
事
満

開
と
な
り

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
竹
灯
明
」
に
は
最
高

の

日
と
な
り
ま
し
た
。
下
市
田

区

・
下
市
田
支
館
共
催
で
行

っ

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

違

っ
て
見
事
で
し
た
。

当
日
は
下
市
田
区

・
南
小

学
校
六
年

一
組
の
親
子

・
タ

カ
ー
ト
の
皆
さ
ん
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
灯
明
に
火
が
灯
さ
れ

グ
ラ
ン
ド
全
体
が
淡
い
光
で

包
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感

染
症
が
な
か
な
か
収
束
し
な

い
こ
の
時
期
、
見
物
に
訪
れ

た
多
く
の
人
の
心
が
癒
さ
れ

た
事
Ｌ
思
わ
れ
ま
す
。

区
有
志
に
よ
る
灯
明
作
り
、

南
小
学
校

で
の
灯
明
作
り

「
作
業
」
を
仲
間

で
行

い
ま

し
た
。
参
加
者
の
平
均
年
齢

は
七
十
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
あ
ら
ゆ
る
事
業
が

中
止
に
な

っ
た
り
制
限
さ
れ

た
り
す
る
中
、
少
し
で
も
各

事
業
に
協
力
で
き
た
ら
と
思

一

い
参
加

さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
徳
利
を
傾
け
杯
片
手
で
皆

と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

（
／
）
が
当
た
り
前

に
で
き

る
こ
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

一

日
も
早

い
平
和
が
お
と
ず
れ

る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

薇
■
神
社
御
柱
祭
二

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
萩
山
神

社
御
柱
祭
は
、
規
模
を
縮
小
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
が
見
守
る
中
、
各
地
区
よ

ｉ

り
選
ば
れ
た
舞
姫
の
皆
さ
ん
は
堂
々

舞
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
も

さ
わ

下

澤

と

４一
　

二
月
二
十

舞
姫
を
し
ま

一
毎
日
練
習
を

習
で
は
、
覚
え
ら
れ
る
の
か
心
配
で

し
た
が
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、

と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
友
達
と

も
家
で
練
習
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

練
習
し
て
い
く
う
ち
に
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
い
く
の
が
楽
し
か

っ
た
で

す
。
そ
し
て
神
社
で
舞
姫
を
や

っ
た

と
き
緊
張
し
た
け
ど
、
全
力
で
で
き

ま
し
た
。

舞
姫
は
と
て
も

い
い
経
験

に
な
り

ま
し
た
。
楽
し
か

っ
た
で
す
。

浦安の舞姫の皆さん

は

や

し
松三

下た

舞
姫
を

みπ
Ｐ
群
′、

中禁 岡ぶ

村:田だ
汐お 心三
里り菜な

林き
む
ら

な
　
な
　
み

木
村
菜
々
海

さ
ん

（五
区
）

あ
や
　

な

彩

南

さ
ん

（六
区
）

さ
ん

（
二
区
）

さ
ん

（三
区
）

経
験
し
て

林

　

亜

樹

七
日
に
萩
山
神
社
で
、

し
た
。　
一
週
間
前
か
ら

し
ま
し
た
。
最
初
の
練

づ
き月

さ
ん

（
一
区
）

]臣あ

樹き
」し
C
′
′υ

四
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令和3年度 下市田区一般会計決算報告書

(自 令和3年 4月 1日 ～至令和4年 3月 31日 )

決算収入額 32,094,158円  決算支出額 25,775,285円 差引残高 6,318,873円
【支出の部】 △印減 (単位 円)【収入の部】

【収入の部】

令和3年度 公民館下市田支館決算報告書

(自 令和3年 4月 1日 ～至 令和4年 3月 31日 )

決算収入額 3,974.620円 決算支出額 1.899.568円  差引残高 2,075,052円

【支出の部】 △印減 (単位 円)

科   目  予 算 額 決 算 額 増  減

30,173,993 32,094,158

3,165,393 3,165,393

14,700,000 15,093,580 393,580

1,112,000 645,655財 産 収 入

211,000 42,480

100,000

712,600 934,877 222,277

3,281,157 3,281,1570

8,873,

地 元 負担 金

町 支 出 金

消 防義務 金  1.400,000

7,484,286 △  1,388,714

466,345 △

168,520

1,500,000

△

前 期 繰 越 金

諸 収 入 金

収 入 合計

繰  入  金

1,920,165

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

14,570,000 256,646

環 境 衛生 費 990,000 174,620

760,000 44,238

1,258,8201,200,000

7,565,000

1.000,000

０
０
民
υ
／
４木

0

△   939,723

公 民 館

繰  出

14,313,354 △

815,380 △

715,762 △

55 △  3,694,045

22,737. △

ｎ
υ

ｏ
０

ｏ
０
０
０

防  災  費 3.518.000

1,000,000費

費

金

△  4,398,708支 出 合 計  30,173,993 25,775,285

科   目 予 算 額 決 算 額 1 増  減

繰 越

1又 1,000

収 入 合 計  3,977,199

1,000,000

21

1,000,000

0

△ 979

3,974,620 △     2,579

科  目  予 算 額 決 算 額 増  減

務 費 1,970,000

1,880,000

備

942,662 ∠:ゝ  1,027,338

953,906 △   926,094

0 △   116,199

3,000

支 出合 計 3,977,199   1、 899,568  △ 2,077,631

軸
下
市
田
区
会
計
監
査
報
告
　
驀
」一許
・度は
聾
瑯

鐵
　
　
　
下
市
田
監
査
委
員
会
　
　
　
　
　
暉
↑
”
¨
夕
を
難
施

中
　

　

監
査
委
員
長

坂

牧

健

央

軸
し
押
」
「

‥

昨
年
四
月
、
監
査
委
員
に

選
任
さ
れ
て
か
ら
、　
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。
松
田
忠
弘
委

員
長
を
中
心
に
業
務
を
進
め

て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
十
二

月
末
に
松
田
委
員
長
が
、
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

代
議
員
会
で
後
任
と
し
て
、

一
区
の
村
澤

一
光
様
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十

一

日
代
議
員
会
、

各
委
員
会
の
記

録
簿
の
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

四
月
二
十
二

日
下
市
田
区
の

一
般
会
計
及
び

特
別
会
計

ｏ
公

民
館
下
市
田
支

館
の
会
計

・
萩

山
神
社
の

一
般

会
計
及
び
特
別

会
計

・
「
令
和

ま
た
同
日
、
式
年
祭
の
御

柱
実
行
委
員
会
の
会
計
決
算

に
つ
き
ま
し
て
も
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
適
正
か
つ
正

確
に
処
理

・
管
理
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

関
係
の
皆
様
に
、
日
頃
の
ご

労
苦
に
感
謝
申
し
上
げ
、
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

先
程
作
成
が
で
き
ま
し
た

「
令
和
四
年
度
の
監
査
計
画

書
」
に
よ
り
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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〓
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ヽ _
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0 0
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(5)令和 4年 6月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 112号

月日 (曜 ) 事 業 名 内   容

6月 15日因
*区報・館報

「萩の郷」

112号発行

7月 30日 0 *萩の郷
夏祭り

・木遣り 嘲ツt
・太 鼓

・ニューサウンズ

演奏

・演技 (保育園児)

・ フラダンス

・花火大会

・お楽しみコーナー

10月 15日 0
～16日 (日 )

11月 15日関

*萩の郷
文化祭り

ふれあい

広場

・作品展示

・消防ふれあい祭

り

・舞台発表

・敬老祭

*区報・館報

「萩の郷」

113号発行

11月 19日 0
～20日 (日 )

*「高森町ま 。おじるこ

るごと収穫  無料サービス
祭」   |(3,000食 予定)

令和 5年
2月 7日 ω

*区報・館報

「萩の郷」

114号発行

・町議活動報告

・町の行政や区に

関わる要望等意

見交換

・運営委員会協力

・写真 ビデオ撮影
。その他お手伝い

2月 11日 0

3月 下旬

*地元町議と
の懇談会

*萩山神社春

祭り

令和4年度
公民館下市田支館事業計画

*各事業がコロナウイルス感染症関係で

変更になる場合があります。

令和4年度 公民館下市田各分館事業計画
区 月 日 (曜 ) 事  業  名 内 容

1

区

5月 28日 [D
(中止)

7月 23日 0

10月 23日 (日 )

*一区ふれあい広場夏祭り
(一区積善会館 広場 )
*一区ペタンク大会
(高森 ドーム)

・保育園児 。小学生を対象に親子
ふれあいを通して親睦を深め、
昼食を楽しむ。
・夜店、ゲーム、踊り、子供神興と
花火大会
・常会にて親睦を深める。
(町大会予選会を兼ねる)

*一区親子ふれあい教室
(一区積善会館)

6月 5日 (日 )
2

7月 9日 0
区  (延期)
11月 23日 的

区

6月 19日 (日 )

9月 18日 (日 )

令和5年
1月 22日 (日 )

*第 1回お―いお茶だに。/
(下五会館)
*五区スポーツ大会
(高森 ドーム)

*第 2回お―いお茶だに。/
(下五会館)

3

lκ

6月 19日 (日 ) *多世代交流会&ち ょっと防
(延期 ) 災 (区民会館・区民広場)

9月 25日 (日 ) *

1月 1日 (日 ) *

・常会対抗戦

・ 元旦マラソン
令和5年

。常会対抗

・区民全員で楽しい夜を過ごす。

*下三ペタンク大会
(高森 ドーム)
*下三納涼祭
(下二会館 広場)
*笑顔を増やそうプロジェクト

・子供から高齢者、双葉会、おい
なんよの会、民生委員
0ペタンク、グランドゴルフ
親睦会 (下五会館 )

0子供から高齢者、双葉会、おい
なんよの会、民生委員

・ポーツ。防災交流会
・昼食交流会 ・防災講習会
・種目別常会対抗
。紅自戦 三区区民

・ スローピッチソフ ト
・ふらば―るバレー

・焼肉交流会

10月 2日 {日)|*三区ふれあい運動会
(高森南小学校)

令和5年
1月 29日 (日)*常会対抗ペタンク大会

(高森 ドーム)

4

区

夏季スポーツ大会及び
焼肉交流会
(南小学校グランド・体育館 )
ふれあい広場 ミニ運動会

元旦マラソン大会 (第 32回 )
(分館・漸進会)

6月 5日 (H)*
(中止)

15月 15日 (日)|*マ レットゴルフ大会

17月 24日 (日).*盆踊り講習会

8月 7日 十日)*納涼祭、盆踊り大会
青年部合同

12月 18日 (日 }*正月飾り作り
|×

*どんど焼きｎ口

年

日

和

月

令

１

・親水公園にて各組、常会対抗の
大会
0主に市田音頭
その他数種類練習

。お祭り広場で夕涼みと盆踊り

。子供はオヤス、大人は門松、注
連縄作りを習う。

。明神橋上流河川敷
伝統行事のどんど焼き

令和4年度 高森町公民館下市田支館
歳入歳 出予算書

(自 令和4年 4月 1日 ～至令和5年 3月 31日 )

【収入の部】      【支出の部】 (単位円)
科  目 本年度予算額

繰 越 金 2,075,052

繰 入 金 1,500,000

補 助 金 400,000

雑 収 入 1,000

合  計 3,976,052

令和 4年度 下市田区一般会計
歳 入 歳 出予 算 書

(「 l令和4年 4月 1日 ～至令和5年 3月 31[l

【収入の部】        【支出の部】
科  日  本年度予算額

前 期 繰 越 金  6,318,873

区 肇望
. 14,480,000

町 支 出 金  7,955,000

財 産 収 入  1.038.000

地 元 負 担 金 174,
∩
）
∩
ｖ

消 防義 務 金  1.300,000

諸 収 入 金 790,200

繰  入  金

合   計 32,056,073

(単位 円)

本年度予算額科 日

2,100,000総 務 費

事 業 費 1,790,000

広 報 費 000

予 備 費 75,052

合  計 3,976,052

科 日 本年度予算額

総  務  費 13,635,000

環 境 衛 生 費 930,000

林 務 費

費

810,000

土 木 1,975,000

水 利 費 3,785,000

防
く

`く
ノく 費 3,475,400

公 民 館 費 1,500,000

予  備  費 5,945,673

繰  出  金

合   計 32,056,073



令和4年 6月 15日 下 市 田 区 報 館 報 第 112号 (6)

下
市
田
学
校
応
援
隊
の
歩
み

下
市
田
学
校
応
援
隊
事
業
担
当
　
士
口

田
二
正

治
¨

以
前
は

「
下
市
田
学
校
」

と
聞
い
て
も
、
何
？
と
い
う

人
が
多
く
、
下
農
の
分
校
と

し
て
地
域
の
方
々
に
は
知
れ

渡

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
下
市
田
学
校
は
明
治

二
十

一
年
に
新
築
さ
れ
、
今

年
で
百
三
十
四
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
校
舎
は
二
代
目
で

初
代
は
明
治
八
年
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
が
十
九
年
に
焼
失

し
、
地
元
の
方
々
の
尊
い
熱

意
に
よ
り
、
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
幾
た
び
か
の

校
舎
の
存
続
の
危
機
に
、
地

域
の
人
た
ち
の
、
文
化
財
を

守
り
後
世
に
残
し
た
い
と
の

要
望
が
高
ま
り
保
存
さ
れ
、

現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十

一
年
二
月
に
町

の
有
形
文
化
財
で
あ
る
下
市

田
学
校
校
舎
の
修
繕
工
事
が

完
了
し
、　
一
般
公
開
が
な
さ

れ
ま
し
た
．
そ
の
折
、
下
市

田
学
校
応
援
隊
が
教
育
委
員

会
の
呼
び
か
け
で
募
集
さ
れ

ま
し
た
。
当

初
は
五
人
で

始
ま
り
、
今

は
十
七
名
が

集

っ
て
い
ま

す
。設
立
の
趣

旨
は
簡
単
な

修
繕
や
補
修
、

各
種
講
座
の

企
画
運
営
補

助
、
自
主
活

動
と
あ
り
ま

高

し
た
ｏ
手
始

め
に
三
階
講

堂
の
手
す
り

を
付
け
た
り
、

た
ち
に
こ
の
下
市

田
学
校
を
知

っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
今
ま

で
様
々
な
催
し
を

企
画
し
て
き
ま
し

た
。最
初

に
こ
の
下

市
田
学
校

で
活
動

し
て
お
ら
れ
る
陶

芸
ク
ラ
ブ

の
方

々

の
作
品
展
を
企
画

し

「
ふ
れ
あ

い
陶

器
市
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
勢

の

方

々
に
来

て
い
た

だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
た

だ
来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
で
来
場

者
に
ゆ

っ
く
り
し

て
い
た
だ
く
た
め

に
二
階

一
教
室
を

サ

ロ
ン
風
に
作
り

替
え
、
応
援
隊
手

作
り
の
菓
子
や
漬

物
を
お
出
し
し
、

お
茶
を
飲
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
に
し

ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー

カ

ッ
プ
や
湯
呑
み

は
陶
芸
ク
ラ
ブ

の

方

々
か
ら
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

催
し
物
は
さ
ら
に
日
頃
見

聞
す
る
こ
と
の
少
な
い
落
語

や
寄
席
の
雰
囲
気
を
身
近
に

味
わ

っ
て
い
た
だ

く
機
会
に
し
た
い

と

『
お
い
で
て
や

寄
席
』
を
開
催
。

さ
ら
に
町
内
で
最

初
に
色
づ
き
開
花

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン

の
下
で
抹
茶
を
立

て
、

一
服
い
た
だ

き
な
が
ら
桜
を
愛

で
つ
つ
、

い
に
し

え
に
思
い
を
馳
せ

る

『
桜
を
愛

で
、

抹
茶
に
親
じ
む
会
』

夏
休
み
に
小
学
生

を
対
象
に
、
親
元

排
水
路

の
整
備
作
業
も
行

い

ま
し
た
。

補
修
し
な
が
ら
、
価
値
あ

る
資
産
を
も

っ
と
日
常
的
に

有
効
に
活
用
し
て
い
く
方
法

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

世
代
間
の
垣
根
を
越
え
て
、

一
服
の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

こ
の
古
き
よ
き
文
化
遺
産
の

中
で
豊
か
な
ひ
と
時
が
過
ご

せ
る
町
民
の
交
流
の
場
と
し

て
の
空
間
が
提
供
で
き
な
い

か
、
そ
れ
こ
そ
が
下
市
田
学

校
が
現
代
風
に
よ
み
が
え

っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、

大
き
な
期
待
を
持

っ
て
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
人

森町有形文化財 下市田学校校舎

おいでてや寄席 (笑いに興じる来場者)

桜を愛で、抹茶に親 しむ会

を
離
れ
日
頃
体
験
で
き
な
い

活
動
を
通
し
て
視
野
を
広
げ

自
主
自
立

の
精
神
を
養
う

『
下
市
田
学
校
に
お
泊
り
し

よ
う
よ
／
』
、
こ
の
他

『
も
の

づ
く
り
講
習
会
』
『
日
本

の

音
と
舞
を
愉
し
む
』
『
ノ
ェ

ミ
ゲ
ル
ド
ラ
の
フ
ラ
ン
ス
講

座
』
『
ｏ
目
”
Ｈ∽
日
〓
＞
∽
〓
＞

コ
バ
国
日
』
等
行

っ
て
き
ま
し

た
。下
市
田
学
校
で
行
う
こ
と

の
で
き
る
可
能
性
に
挑
戦
し
、

色
々
な
方
々
の
お
力
を
お
借

り
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
地
域
に

開
か
れ
た
も
の
に
し
、
皆
が

楽
し
く
集
え
る
場
に
し
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

飯田女子高校邦楽クラブの合奏
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(7)令和 4年 6月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 112号

分
館
長
会
長
就
任
挨
拶
　
　
　
　
　
て
、
無
理
も
す
る

「結
い
の
心
を
忘
れ
ず
に
」

る
こ
と‐を
、
ぴ
き

下
三
分
館
長

松

島

健

治

る
時

に
、

で
き
る

こ
の
た
び
下
市
田
支
館
分

よ
う
に

一
を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、

告

さ

ん
と
新

し

い

一
結

い
」

の
あ
り
方
を
作

っ
て
行
き
ま

―
）
ミ
ー
つ
‥

新

分

館

長

Ｄ

召

ヽ
―

新
分
館
主
事

６
糸
Ｔノフ

館
長
会
長
に
な
り
ま
し
た
下

　

令
和
四
年
度
に
新
し
く
分

三
分
館
長
の
松
島
健
治
と
申

館
の
役
員
に
な
ら
れ
た
方
々

し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
　
で
す
。

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
交

さ
て
、
最
近
の
「
コ
ロ
ナ
」

流
が
な
お

一
層
広
が

っ
て
い
一世
話
に
な
り
ま
す
。

は
私
た
ち
の
健
康
を
脅
か
す

く
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
　
　
　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ば
か
り
で
は
な
く
、
周
囲
の

人
た
ち
と
の
関
わ
り
方
、
付

き
合
い
方
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
ひ
い
て
は
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方

に
も
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て

「
結
い
（ゆ
い
）」
の
あ
り
方
を

否
定
さ
れ
て
し
ま

っ
た
わ
け

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
公
民
館

活
動
も
大
き
く
制
限
を
さ
れ

て
し
ま
う
状
況
と
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

公
民
館
活
動
の

一
番
の
基

本
は
文
化
育
成
と
結
い
の
気

持
ち
の
養
成
に
あ
り
ま
す
。

結
い
の
気
持
ち
を
心
に
持

っ

分館長 (1区 )
串 原 治 延

(1区 )
智 治
事
本
主

１
＝
μ

＞
夫

一Ｘ
一
　

‐

３１
博
事
牧
主

・又
判
％

新
年
度
の
ご
挨
拶

為
、
色

々
な
場
面

で
不
自
由
な
思
い

を
さ
れ
て
い
る
方

も
多
い
か
と
思
い

委
員
会
活
動
報
告

林
務
委
員
長

壬

生
　
　
匠

XXXXXXXX

の
山
作
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

林
務
委
員
会
で
は
皆

様
が
安
全
に
山
作
業
を
し
て
頂

く
為
の
準
備
作
業

（危
険
力
所

の
確
認
や
下
見
）
、
十
二
月
に

萩
山
神
社
境
内
に
て
、
か
が
り

火
の
土
台
作
り

●
ど
ん
ど
焼
き

御
神
木
準
備
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
下
市
田
区

・
萩
山
神

社
な
ど
よ
り
依
頼
作
業
が
あ
れ

ば
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、

コ
ロ
ナ
禍
で
低
山

ヘ

の
登
山
者
が
増
え
、
こ
れ
に
伴

い
遭
難
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
区
山
も
山
道
を
外
れ
る
と

急
傾
斜
地
な
ど
の
危
険
力
所
が

多
く
あ
り
ま
す
の
で
入
山
の
際

は
注
意
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
林
務
委
員

一
同
、
区
有
林
の

保
護
、
区
民
の
皆
様
が
安
全
に

山
作
業
を
実
施
で
き
る
様
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

消
防
団
第

一
分
団
分
団
長

林

　

　

和

磨

令
和
四
年
度
高
森
町
消
防

団
第

一
分
団
分
団
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
林
和
磨
で
す
。
下
市
田
の

防
災
担
当
と
し
て

一
年
間
お

ま
す
。
消
防
団
に
お
き
ま
し
て
も

行
事

・
訓
練
が
延
期
や
中
止

と
な
り
、
我
慢
の
時
期
が
続

い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

一

防
災

へ
の
意
識
が
薄
れ
や

一

す
い
今
だ
か
ら
こ
そ
よ
り

三

層
火
災

・
災
害

へ
の
備
え
が

一

大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。　
　
一

住
民
の
皆
様
ひ
と
り
ひ
と

一

と

一
緒
に
目
指
し
て
い
き
ま

卜
）
ょ

う

。

日
頃
か
ら
区
民
の
皆
様
に
は

区
事
業
に
ご
協
力
を
頂
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

林
務
委
員
会
で
は
五
月

・
七

月

・
十

一
月
に
年
二
回
に
わ
た

和
三
年
度
は
、
三
区

・
四
区

・

五
区
の
皆
様
に
ご
出
労
頂
き
ま

し
て
、
五
月
に
大
島
山
山
の
神

に
て
下
草
刈
り
、
七
月

・
十

一

月
は
四
区
順
礼
沢
に
て
下
草
刈

り
、
道
路
沿
い
支
障
木
伐
採
な

ど
の
山
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
の
ご
出
労
当
番
は

一
区

・
二
区

・
六
区
の
区
民
の

皆
様
で
、
前
年
度
同
様
年
二
回

ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る

新
支
館
副
部
長
挨
拶

久
保
田
　

綾

民
の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
思
う
よ
う
に

図
る
こ
と
が
で
き
ず
寂
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
三
年
前
、

雨
の
中
で
も
区
民
会
館
内
で

実
施
し
た
萩
の
郷
夏
祭
り
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

い
ま
だ
見
通
し
の
立
た
な

い
感
染
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
役
員
の
方
々
と
出
来
得

る
最
良
の
企
画
を
検
討
し
、

活
動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ヽ
日

、
こ

口
Ｊ
働
■

今
年
度
、
支
館
副
部
長
を

承
り
ま
し
た
、
五
区
の
久
保

田
綾
と
申
し
ま
す
。

支
館
部
員
と
な
り
四
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
活
動
期
間

の
殆
ど
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
区

XXXXXXXX

り
の
力
を
合
わ
せ
て
無
火
災

・
一
り
主
に
区
有
林

・
神
社
林
管
理

無
災
害
の
高
森
町
を
消
防
団

一
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
二
年
連

続
で
開
催
を
中
止
し
て
い
る

「萩
の
郷
夏
祭
り
」
。
今
年
度

は
出
来
得
る
か
た
ち
で
の
開

催
を
目
指
し
、
支
館
三
役

・

分
館
長
正
副
会
長

・
支
館
正

副
部
長
で
事
前
検

討
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

状
況
に
よ

っ
て
は
中
止
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
今

年
こ
そ
区
民
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
集
う

一
夜
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。
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私
の
将
来

の
ゆ
め

小
五

宮

沢
絢

心

（二
区
）
お
仕
事
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。

ま
た
私
は
、
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
お
菓
子
作
り

が
大
好
き
で
、
両
親
と
お
菓

子
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
私
が
お
菓
子
作
り
を

し
た
の
は
、
保
育
園
の
時
で
、

ク

ッ
キ
ー
を
母
と

一
緒

に
作
り
ま
し
た
。
最
近

は
、
父
と
お
菓
子
を
作

る
事
が
多
い
で
す
。

お
菓
子
作
り
は
、
失

敗
す
る
時
も
あ
る
け
れ

ど
、
上
手
に
出
来
る
と

う
れ
し
い
で
す
ｃ
皆
に

食

べ
て
も
ら
え
て

「
お
い
し

い
ね
、

ま
た
作

っ
て
ね
。
」

と
言

っ
て
も
ら
え
る
と
、
ま

た
頑
張

っ
て
作
り
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

時
の
笑
顔
が
、
私
は
大
好
き

な
の
で
、
ゆ
め
に
向
か

っ
て

し

っ
か
り
と
勉
強
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
今
の
私
の
目
標

は
、

一
人
で
チ

ョ
コ
レ
ー
ト

の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ

を
作
る
事
な
の
で
、
少
し
ず

つ
上
達
で
き
る
よ
う
に
、
今

後
も
お
菓
子
作
り
を
練
習
し

私
の
将
来
の
ゆ
め
は
、
お

菓
子
作
り
に
関
わ
る
仕
事
を

す
る
事
で
す
。
理
由
は
、
ど

ん
な
時
も
相
手
を
笑
顔
に
す

る
事
が
出
来
る
す
ば
ら
し
い

わたしの作文

OMERSAUL

大丸山公園清掃作業の様子

■ぼ
く
の
が
ん
ば

っ
て
い
る
こ
と

小
五

松

下

昴
史
朗

（六
区
）

ぼ
く
の
得
意
な
ス
ポ
ー
ツ

は
水
泳
で
す
。
三
才
か
ら
水

泳
を
は
じ
め
ま
し
た
。
今
で

は

一
週
間
に
五
日
練
習
に
行

っ

て
い
ま
す
。
ぼ
く
の
得
意
な

泳
ぎ
は
ク

ロ
ー
ル
と
バ
タ
フ

ラ
イ
で
す
。
ク

ロ
ー
ル
で
は

頭

を

ぶ
ら
さ

な

い
よ
う

に

泳
ぐ
こ
と
を
気
を
付
け
ま
す
。

バ
タ
フ
ラ
イ
で
は
低
い
姿
勢

で
呼
吸
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
す
。
今
年
の
二
月
に
は
ぼ
く
の

目
標
だ

っ
た
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
に
出
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
東
京
の
プ
ー

ル
は
見
た

こ
と
が
な
い

く
ら
い
大
き
く

て
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。
ク
ロ
ー

ル
は
五
十
メ
ー
ト
ル
が

２９
秒
５６
で
バ
タ
フ
ラ
イ

は
３１
秒
４７
で
ど

っ
ち
も

ベ
ス
ト
が
出
て
二
十
三

位
で
し
た
。
同
じ
学
年
の
人

た
ち
と
き
そ
え
て
や
る
気
が

出
て
楽
し
か

っ
た
で
す
ｃ
ま

た
出
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

練
習
は
苦
し
く
て
イ
ヤ
に
な

る
時
も
あ
る
け
ど
、
友
達
も

頑
張

っ
て
泳
い
で
い
る
の
で
、

僕
も
負
け
な
い
ぞ
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
す
ｃ

平
泳
ぎ
や
背
泳
ぎ
な
ど
全

部
で
速
く
な
り
た
い
の
で
、

コ
ー
チ
の
言
う
こ
と
を
聞
い

て
ち
ゃ
ん
と
練
習
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
同
じ
五
年
生

の
中
に
は
速
い
人
も
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
追
い
つ
き
た

い
で
す
。
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高
寿
会
，
活
動
　
制螺
″「い幹
・会茶．

下
市
田
高
寿
会
会
長

　

話
会
な
ど
の
他
、
各
地

松

村

　

一　

域
に
よ

っ
て
様
々
な
コ

高
寿
会
は
下
市
円
を
基
盤

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
計
画
さ

と
す
る
シ
エ
ア
世
代
の
自
主

れ
て
お
り
ま
す
。

的
な
組
織
で
、
会
員
数
は
一
一　
　
奉
仕
活
動
は
清
掃
作
業
が

百
名
余
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活

主
体
と
な

っ
て
お
り
大
丸
山

一動
と
奉
仕
活
動
の
二
つ
が
主

一
な
活
動
内
容
と
な
り
ま
す
。

一　

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
は

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
出
来
る
事
を

一

生
懸
命
に

一
歩
ず
つ
、
や

っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

=て 行 令
和
四
年
度
新
し
く
支
館

役
員
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。

事
を
役
員
全
員
で
協
力
し

公
園

・
萩
山
神
社

・
区
民
会

館
の
清
掃
作
業
を
各
地
区
順

番
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
各
地
区
に
於
て
は
こ

の
他
独
自
に
清
掃
奉
仕
活
動

を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

高
寿
会
で
は
会
員
増
員
の

取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
加
入
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後

記

一　
デ
ル
タ
株
か
ら
オ
ミ
ク
ロ

一
ン
株
に
変
化
し
三
年
目
を
迎

え
る
今
日
、
感
染
者
は
横
ば

い
傾
向
の
中
、
若
年
層
の
比

率
が
高
い
よ
う
で
す
。
地
区

に
よ

っ
て
は
感
染
防
止
を
徹

底
し
祭
り
行
事
を
開
催
す
る

地
域
も
出
て
き
ま
し
た
。

二
年
続
け
て
中
止
の
萩
の

郷
夏
祭
り
は
、
今
ま
で
と
同

一
じ
様
な
形
は
無
理
か
も
し
れ

一
な
い
が
、
継
承
を
考
え
実
施

の
方
向
で
推
進
し
た
い
。

二
月
末
、
萩
山
神
社
御
柱

祭
を
総
代

・
実
行
委
員
会
中

心
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

感
染
防
止
で
簡
素
化
さ
れ
た

建
御
柱
も
、
里
曳
き
も
な
く

重
機
で
異
例
の
形
と
な
り
ま

し
た
が
無
事
に
挙
行
さ
れ
、

区
民
の
安
全

・
無
病
息
災
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

六 五

区 区

松 熊 佐 今 渋 い
 々    と

下 谷 木 村 谷 思
い

行
き
た

一
区

ま
す
。

圭
　
史

美
由
紀
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ろ
み

志
保
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